
■ 超高齢社会「おひとり様の相談窓口」を！
　Q.「高齢期には、病気や体調の変化、介護施設の利用、相続、遺言、葬儀などの備えが必要ですが、身近に頼る人がいない
方にとっては不安が募ります。行政の信頼できる窓口があれば、詐欺被害を防ぎ、不安が軽減され、ご自身で準備を進められ
るのではないかと考えます。『身寄りのない高齢者等』が抱えるお困りごとを受け止める相談窓口、例えば「おひとり様まるッ
と相談窓口」などを設置するべきです。本市としても、この問題に対し、一定の方向性を表明する時期にきていると思いま
す。ぜひ具体的な取組をすべきです」と訴えました。
　A.山中市長からは、「高齢化が進み、単身高齢者が増えていく中で、いわゆる「身寄りのない高齢者」の方が抱えるお困り
ごとが様々生じていることは十分に認識しています。現在、国において、身寄りのない高齢者等の生活上
の課題に関する包括的な相談窓口の整備について検証を進めています。その結果も参考にしながら、市
ならではの支援策についてしっかりと検討を進めていきます」との答弁を得ました。

■ 地域交通の充実を！
　Q.「地域交通の充実が大切です。市の郊外部では狭小な道路が多く、小
型車両を使う地域交通が多くなりますが、バスと比べて経費に大きな差が
ない一方で、乗車できる人数が少ないため収入が少なく、生産性に限界が
あります。一歩踏み込んだ行政支援として、運行経費に対する支援を実施
すべきです」と訴えました。
　A.山中市長からは、「これまでの実証運行では、一定の利用はあるもの
の採算基準に届かずに本格運行に至らないケースが多くありました。その
ようなケースでも運行が継続できるよう、またその地域に定着した地域交通となるように、
新たに運行経費に対しても補助を行いたいと考えます」と具体的な補助の答弁を得られ、
地域交通の充実策を前に進めることができました。

■ 健康づくり「参加者全員にポイント付与」を！
　Q.「本市の65歳以上の高齢者人口は増加し続け、フレイル予防や社会参加の促進は喫緊の課題と考え
ます。新たな施策『高齢者社会参加ポイント事業』では、高齢者が、スマホのアプリを使用し地域の体操クラ
ブなどに参加するとポイントがたまり、社会参加者を促す事業で効果が期待されます。しかし、ポイント付与の仕方が『抽選』で
あるため、とても残念です。そこで、『参加者全員』にポイント付与がされる仕組みにすべきです」と訴えました。
　A. 山中市長からは、「今年度実施するモデル事業では、フレイル予防に取り組んだすべての参加者の方がポイントを得
て、特典を受けられる仕組みとなるよう検討を進めています。また、全市展開に向けては、より多くの方に社会参加ポイント
事業に参加をしていただけますよう、魅力的なインセンティブ制度について、引き続き検討を進めてまいります」との答弁を
得ました。

■ グローバル教育の推進を！
　Q.「日本の教育では、バランス良く様々な力を身につけていく素晴らしさはありますが、横浜の子供達
には、これから国際社会で活躍するために、早い時期から様々な国の方とやりとりし、多様な人・価値観
を認める力をもち、人々が平和に暮らせる社会の為に貢献してほしいと考えます。今年度から新たに「メ
タバース空間」を活用したグローバル教育を実施予定と伺っておりますが、リアルな体験に加えて、オン
ラインも活用し、多様化する学習環境を効果的に活用したプログラムの展開で、グローバル教育を多くの
子供たちに提供していただきたい」と訴えました。
　A.下田教育長からは、「距離の壁や時間の制限を越えて、より多くの子供たちに現地の文化や暮らしに
触れる国際交流の機会を広げていく環境を整えます。また、取組を市内外に広く発信をすることで、多様な人々との連携を
引き出し、複数の姉妹都市を持つ横浜の強みを生かしたグローバル人材の育成を促進していきたいと考えます」との答弁
を得ました。

■ 詐欺被害「未然防止への取組」を！
　Q.デジタル社会の急速な進展が進み、インターネットやＳＮＳ等を通して悪質商法、詐欺による被害が多発し、その手口は
非常に巧妙化・多様化しています。様々な機関と連携し未然防止に対する取組を強化すべき、と訴えました。
　A.:「今後は、警察と随時、情報交換する場を設け、最新の被害や相談事例等を啓発に生かすなど、未然防止の取組を強化
していきます。」との答弁を得ました。
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明るい未来への一歩

一般質問に登壇しました！
令和6年 第4回定例会にて

　昨年１０月に青葉区の住宅で発生した強盗殺人事件
を受け、地域の防犯力を向上させるため、防犯カメラや
防犯灯の設置拡大、身近な脅威と迫る「闇バイト強盗」
などへの対策に、SNS を活用した危険情報の周
知強化などを求める要望書を提出しました。
この要望を受けて、令和 6 年度内に「防犯灯
260基の増設」が決定しました。

安全・安心で暮らしやすいまち 横浜を安全・安心で暮らしやすいまち 横浜を

　６５歳、及び６０歳以上６５歳未満で一定の障がい
を有する方を対象に、７月からの接種補助のスタート
を目指して準備中です。　（※６５歳以上の方は、経過
措置として５歳年齢ごとを対象）
　また、接種費用に対する助成
額については、半額程度の負担
となるように検討が進められて
います。

帯状疱疹ワクチンの定期接種がスタート帯状疱疹ワクチンの定期接種がスタート帯状疱疹ワクチンの定期接種がスタート帯状疱疹ワクチンの定期接種がスタート

山中市長に緊急要望書を提出
〔地域の防犯力向上〕を求める

令和７年度予算案に反映
■ 防犯対策の強化へ
●よこはま安全・安心プランの改定に向けた検討
●防犯カメラ設置補助の拡充（150→180 台、
21→28万円）

●防犯灯設置の大幅な拡充（154→300灯）
●地域防犯力向上へ自治会町内会に緊急的な補
助支援（総額6.2億円）を実施（自治会ごとに
上限20万円、9／10補助率）

〔イメージ図〕
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　　瀬戸橋住宅では、建替による“風

呂なし”の不便解消はもとより、浴

室・キッチン・洗面の３点給湯も備

え、エレベーターの完備、バリアフリー

機能、断熱窓・LED 照明などの環境

性能、加えて災害用の井戸なども

設置した快適な市営住宅が完成し

ました。

■暮らしやすい市営住宅を■暮らしやすい市営住宅を

　　日吉・綱島エリアでは、昨年の９

月１６日から８月３１日まで、オンデマン

ドバスが実証運行しています。　アプ

リで乗車予約を行い、ワゴンバスに

よる運行。決まった経路や時刻表は

なく、乗車予約を行った後に、ＡＩが運

行ルートを最適に導き出し、様々な

乗降パターンに応えるものです。

■市民の足（地域交通）の
　確保を
■市民の足（地域交通）の
　確保を

　　１月１６日に、横浜市会にて日本被団

協ノーベル平和賞受賞記念講演会を

開催。「世界が記憶すべきこと」と題

し、被団協事務局次長の和田征子さ

んによるご講演。被爆者の平均年齢

が８６歳となり、何としても核兵器の

廃絶に向けて尽力していきたいとの

姿に触れて、核兵器を絶対悪とする

私たちは、核兵器廃絶と世界の恒久

平和の実現を固く決意しあいました。

■日本被団協の講演会・
　核兵器廃絶へ！
■日本被団協の講演会・
　核兵器廃絶へ！

妊娠期からの切れ目ない支援を充実 子育て支援をさらに充実

安全・安心な教育環境を整備

2.教育環境を充実、子育てをサポート2.教育環境を充実、子育てをサポート

令和7年度予算案に公明党の主張が大きく反映しました！令和7年度予算案に公明党の主張が大きく反映しました！
1.災害に強いまちへ・生命をまもる備えをさらに強化1.災害に強いまちへ・生命をまもる備えをさらに強化

各家庭での備えの強化に避難所環境をより快適に 市内全公園での喫煙禁止を
徹底（４月より）

3.誰もが安心して暮らせる街へ3.誰もが安心して暮らせる街へ

●学校体育館へ
のエアコン設
置を加速
●学校トイレの
洋式化を加速
●備蓄品予算を
３倍（２→６
億円）に（民間
事業者と連携
した流通備蓄・車中泊避難用品を導入、テント
等の備蓄を強化）
●災害用トイレトレーラーを追加配備
●飲料水確保のための浄水ユニットをモデル配備

●出産育児一時金の独自加算（５０万円＋最大
９万円まで補助）　
●妊婦健康診査の独自加算（１４回分の補助券
+５万円の現金支給）　
●出産子育て応援金（妊娠・出産時に５万円ず
つ給付。死産・流産も新たに対象に）　
●こんにちは赤ちゃん訪問事業の訪問員の謝
金単価を６００→１０００円に増額　

●弱視などの早期発見へ屈折検査機器による
検査を６区でモデル実施

●中学校での教室外登校受入れ事業を全校へ
拡充
●職員室業務アシスタントを全中学校に配置
●給食室へのエアコン設置を推進（９→１５校へ）
●学校へのエレベーター設置を推進（新たに
３３校へ設置）

●医療的ケア児サポート園を２４→３６園へ増設
●乳幼児の一時預かりを拡充（幼稚園・保育所
等の空き定員を活用した一時預かりをモデル
実施）
●こども誰でも通園制度実施園を１４→３０施設
に拡充
●キッズクラブ・学童で、夏休みの昼食提供を
冬休み・春休みにも実施
●始業前の小学校での見守りモデル実施校を
２→１０校へ拡充

●感震ブレーカー設置を促進（重点対策地域で
器具代補助率を１００％へ）
●家具転倒防止対策を促進（器具購入費用を最
大１００％助成。高齢者世帯等に取付支援）
●防災マッププラス（延焼リスクをデジタル技
術により見える化した立体マップ）の作成

高齢者の安全・安心へ

商店街プレミアム付商品券支援事業

●身寄りのない高齢者に、いざという時の情
報登録制度を創設

●お悔み窓口を全区に展開（2→１８区へ拡充）
●特別養護老人ホームの建設を促進
　（新たに１３９９人分を整備）
●新たに認知症治療実施医療機関ネットワー
クを構築、認知症リスク低減に、補聴器購入
助成をモデル実施

地域交通の維持・充実へ
●実証運行導入支援をプッシュ型で実施（市内
２３地区で）
●経費一部負担で本格運行を実現（市内６地区で）

敬老パスを継続、利便性を向上

●最大２０％のプレミアム率を実施

●市バス、市営地下鉄、シーサイドライン、市内民営
バス路線に加え、各種
地域交通でも利用可
能に

●７５歳以上の免許返納
者に３年間無料交付

日吉南小学校体育館のエアコン設置

◀南瀬谷小学校のエレベーター


